


自主財源
52.8％

依存財源
47.2％
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町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
財
政
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
23
年

度
の
町
の
歳
入
（
収
入
）
と
歳
出
（
支
出
）
の
決
算
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計
の
決
算
の
概
要
◆

　
平
成
23
年
度
当
初
予
算
編
成
時
の
町
財
政
は
、
高
齢
化
の
進
展
や

少
子
化
対
策
等
に
よ
り
医
療
福
祉
関
係
経
費
が
引
き
続
き
増
加
し
、
財

政
構
造
は
依
然
と
し
て
硬
直
化
の
状
態
に
あ
り
、
さ
ら
に
収
入
の
柱
で

あ
る
町
税
は
景
気
後
退
の
影
響
を
受
け
減
額
が
見
込
ま
れ
て
い
た
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
編
成
さ
れ
た
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初

予
算
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
活
力
と
創
意
が
生

き
る
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
・
み
ぶ
」
の
実
現
に
向
け
て
、
知
恵
と
工
夫

を
凝
ら
し
、
魅
力
に
富
ん
だ
予
算
と
な
る
よ
う
努
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
般
会
計
の
当
初
予
算
規
模
は
、
１
２
１
億
７
千
万
円
で
前
年
度
当

初
予
算
額
１
１
３
億
６
千
万
円
に
対
し
、
８
億
１
千
万
円
（
前
年
度
対

比
７.

１
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
発
生
し
た
行
政
需
要
及

び
国
・
県
支
出
金
の
増
減
な
ど
に
対
応
し
た
補
正
予
算
第
１
号
か
ら
第

４
号
に
よ
り
、
９
億
４，
７
９
０
万
９
千
円
を
増
額
補
正
し
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
繰
越
明
許
費
及
び
事
故
繰
越
を
加
え
た
最
終
予
算
現
額
は
、

１
３
２
億
７，
１
２
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
１

２
８
億
５，
２
９
７
万
円
、
歳
出
総
額
１
２
３
億
９，
３
４
８
万
６
千
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
較
し
て
歳
入
が
５
億
４
８
２
万
１
千
円
（
４.

１
％
）、
歳
出
が
５
億
６，
８
４
７
万
４
千
円
（
４.

８
％
）
と
そ
れ
ぞ
れ

増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
　
年
度
決
算
報
告
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（単位：千円）

その他 
531,982

町　税
4,723,837

地方交付税
2,311,118

国庫支出金
1,272,716

町債
951,200

県支出金
820,945

繰入金
576,660

繰越金
523,137

諸収入
463,325

地方消費税交付金
360,977

使用料及び手数料
317,073

合計128億5,297万円歳入の内訳

歳入の内訳
（財源区分別）

地方譲与税
分担金及び負担金
地方特例交付金
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
財産収入
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
寄附金
株式等譲渡所得割交付金

170,973
167,244
62,883
39,284
32,999
27,213
11,661
7,760
6,905
3,051
2,009

その他の内訳

依存財源：その他の内訳

自主財源：その他の内訳

地方特例交付金　　
自動車取得税交付金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金

0.5％
0.3％
0.3％
0.1％
0.1％
0.1％
0.0％

1.3％
0.2％
0.0％

分担金及び負担金
財産収入
寄附金

町　税
36.7％

繰入金 4.5％

諸収入 3.6％ 繰越金 4.1％
使用料及び手数料 2.4％

その他 1.5％

地方交付税 18.0％

国庫支出金 9.9％

町債 7.4％

県支出金 6.4％

地方消費税
交付金 2.8％

地方譲与税 1.3％ その他 1.4％



3

（単位：千円）

歳出の内訳
（性質別経費）

合計123億9,348万6千円歳出の内訳

議会費
災害復旧費
労働費

160,625
22,920

88

その他の内訳

投資及び出資金・貸付金
積立金
維持補修費

3.4％
2.1％
0.5％

その他の内訳

農林水産業費
392,562

その他
183,633 民生費

3,985,289

土木費
1,740,794総務費

1,527,630
教育費
1,339,214

衛生費
966,686

公債費
898,540

商工費
778,330

消防費 
580,808

繰出金
 16.4％

人件費
16.2％

扶助費
15.6％

投資的経費
15.2％

補助費等
8.4％

公債費
7.3％

その他6.0％

物件費
14.9％

町民一人（一世帯）当たりの
町税負担額 

◆一般会計決算額の推移 ◆◆◆

52,271

52,888

1,609

6,566

6,694

120,028

141,836

143,509

4,367

17,817

18,163

325,692

H24.3.31現在 住基人口：39,356人
世 帯 数：14,504世帯

（単位：円）

一人当たり
の負担額

一世帯当たり
の負担額

税金の
区　分

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

町たばこ税

都市計画税

合　　計

（単位：百万円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

13000 

12000 

11000 

10000 

9000

10,452

9,935

11,115

10,648

11,562

10,737

12,576

11,950 

12,348

12,853

11,825

12,393
歳入 歳出
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（単位：千円）

47億8,929万2千円

11億7,555万6千円

177万8千円

21億6,084万7千円

4億2,691万9千円

2億8,351万5千円

2億9,008万4千円

1,850万7千円

47万8千円

3,752万1千円

865万8千円

299万2千円

44億9,920万8千円

11億5,704万9千円

130万円

21億2,332万6千円

4億1,826万1千円

2億8,052万3千円

◆ 特別会計の決算状況 ◆

◆ 水道事業会計の決算状況 ◆

◆ 地方債現在高（平成23年度末現在）◆◆地方債現在高の推移（一般会計分）◆

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、減債積立金の取り崩し額及び損益勘定留保資金等で補てんしました。

会　　計　　名 差　　　引歳　　　出歳　　　入

 一般単独事業債 
9億3,290万6千円

 上水道事業債
 20億7,726万6千円

公共下水道事業債
64億6,274万円

農業集落排水事業債
29億7,893万8千円

臨時財政対策債
 36億1,020万4千円 

一般会計

68億6,302
万7千円

水道事業
会計

公共下水
道

事業
特別会計

農業集落

排水事業

特別会計

減税補てん債
3億3,574万1千円
財源対策債
2億6,577万3千円
公共事業等債
2億1,532万7千円

その他町債
4億2,226万3千円

一般廃棄物処理
事業債 
4億1,438万8千円

一般補助施設整備
等事業債
6億6,642万5千円

収益的収入

5億8,570万8千円

資本的収入

2億6,480万1千円

収益的支出

4億5,080万4千円

資本的支出

5億6,061万7千円

特別損失

99万9千円

※収支不足額 

2億9,581万6千円

純　利　益

1億3,150万9千円

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

合計 183億8,197万1千円

6,833,620 

6,675,578 

6,577,736

6,709,595

6,863,027

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

6,900,000

6,600,000

6,300,000

6,000,000



5

町有財産
壬 生 町 の 財 産

　町の所有に属するあらゆる財産のことで、土地や建物・
有価証券などの公有財産、特定の目的のために積立や運
用を行う基金、金銭の給付を目的とする町の権利である
債権、町が使用するために保管している備品や消耗品な
どがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　主な財産は次のとおりです。

51億1,066万7千円
　町が条例に基づき設置するもので、ある目
的のために財産を維持し、資金を積立てるた
めの基金と、定額の資金を運用するための基
金の２種類に大別されます。

　年度間の財源のバランスをとることを目的
とした積立金で、ある年度に税金の収入が大
きく減少したり、災害の発生により突発的な
支出が生じる場合などに備えて、決算剰余金
が生じた年度などに積み立てておく基金です。

　町の借金である地方債の返済に充てること
を目的とし、地方自治法に基づいて設置され
ている基金です。この基金により、収入の減
少があっても計画的に地方債の返済を行うこ
とができます。

　ある目的のために資金を積み立てる基金の
一つで、庁舎の建設資金に充てるために設置
されています。

基 金
1,380,779.93㎡

　主なものとしては、総合公園、聖地公園、

各小中学校の敷地、

総合運動場などが

あります。     

土 地

5,247万8千円
　公有財産の一つで、公益法人や株式・有限
会社等の出資又は出えんに伴う町の権利のこ
とで、財団法人等に対する出えん金も含まれ
ています。

131,477.78㎡
　主なものとしては、役場庁舎、清掃センタ
ー、おもちゃ博物館、町営住宅、各小中学校
の校舎、中央公民
館などがあります。

建 物

並 木 杉出 資 に よ る 権 利

財政調整基金 13億6,483万4千円

減債基金　　        5億1,482万円

庁舎建設基金　  13億210万9千円

1　本
　特別天然記念物である日
光杉並木街道を保護するた
め、平成10年度よりオーナ
ーになっています。



869千円

5,543千円

81,926千円

9,905千円

6,742千円

7,866千円

200,000千円

277,746千円

562,479千円

84,082千円

357,102千円

428,977千円

402,381千円

81,043千円

735,332千円

94,533千円

117,141千円

95,761千円

93,542千円

12,579千円

216,677千円

401,704千円

95千円

203,296千円

108,646千円

405,005千円

166,516千円

515,962千円

1,640千円

486,587千円

18,991千円

142,382千円

16,622千円

79,369千円

5,143千円

3,688千円

14,919千円

2,593千円

7,623千円

429千円

5,869千円

4,694千円

1,712千円

●議　会　費

●災害復旧費

●総　務　費

平成23年 度の主な事業実績

●衛　生　費

●農林水産費

●商　工　費

●土　木　費

●消　防　費

●教　育　費

議会だより発行事業　年４回

議会運営費

施設振興公社管理事業

庁舎改修等工事

　東日本大震災災害復旧工事など

新公共交通システム整備事業 

いきいきふれあい応援事業

産業振興基金　積立金

後期高齢者医療費

国民健康保険特別会計繰出金

後期高齢者医療特別会計繰出金

介護保険事業特別会計繰出金

障害者自立支援給付事業

民間保育園委託事業

保育対策促進事業等補助事業

児童手当及び子ども手当扶助事業

こども医療費助成事業

　保護者の自己負担分を助成し、保険診療分が全額無料

予防接種事業

　ヒブ、肺炎球菌、三種混合、麻しん・風しん混合、

　高齢者インフルエンザ、ＢＣＧ、日本脳炎、二種

　混合、子宮頸がん

清掃センター維持管理事業

ごみ収集及び運搬業務委託事業

農地事務費

農業集落排水事業特別会計繰出金

中小企業融資制度事業

ブランド推進事業

　みぶブランド創出に向け、団体を組織し運営費等を補助

おもちゃ博物館改修等工事

　展示施設等リニューアル工事

町道修繕事業

六美地区雨水排水対策事業

町単独道路整備事業

公共下水道事業特別会計繰出金

花のまちづくり推進事業

石橋地区消防組合負担金

消防自動車購入事業

小学校施設改修等工事

　壬生小学校東日本大震災災害復旧工事

　壬生小学校雨水浸透施設整備工事

　安塚小学校普通特別教室棟耐震補強工事など

スクールランチサポート事業

　学校給食費を月額500円助成

中央公民館改修等工事

　東日本大震災災害復旧工事など

生涯学習館改修等工事

　東日本大震災災害復旧工事など

壬生町健康ロードレース大会開催事業

運動場改修等工事

　東日本大震災災害復旧工事など

小学校災害復旧事業

　羽生田小学校

中学校災害復旧事業

　南犬飼中学校

北公民館災害復旧事業  

図書館災害復旧事業

歴史民俗資料館災害復旧事業

清掃センター災害復旧事業

（一般会計）

6

●民　生　費



一般会計等（普通会計）の実質赤字の標準財政規模に対する比率

全会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率

一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する比率

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき
実質的負債の標準財政規模に対する比率

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率

数値がこの基準以上になると財政健全化計画（経営健全化計画）
の策定が義務づけられ財政の改善に取り組むこととなります

数値がこの基準以上になると財政再生計画の策定が義務づけら
れ確実な財政の再生に取り組むこととなります

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

早期健全化基準
（経営健全化基準）

財 政 再 生 基 準

＊「─」は資金不足を生じていないため、数値は該当なしを表しています。

公営企業（特別会計） 数　　　値 経営健全化基準

─

─

─

20 . 00

20 . 00

20 . 00

＊「─」は赤字を生じていない等のため、数値は該当なしを表しています。

項　　　目 数　　　値 早期健全化基準 財政再生基準

─

─

3 . 3

─

13 . 80

18 . 80

25 . 0   

350 . 0   

20 . 00

30 . 00

35 . 0   

健全化判断比率

資金不足比率

平成23年度

健全化判断
比率等の状況

平 成19年６月、「地方公共団体の財政
の健全化に関する法律」が制定され、

全ての地方公共団体において平成19年度
決算から財政指標（健全化判断比率及び
資金不足比率）の公表が義務付けられま
した。さらに、平成20年度決算から早期
健全化基準及び財政再生基準、経営健全
化基準を超える団体は財政健全化計画等
の策定が義務付けられ、早急に財政の改
善に取り組むこととなりました。
 ここでは、平成23年度決算に基づく町の
健全化判断比率等の状況をご報告いたし
ます。

用語の説明用語の説明
…………

…………

…………

…………

…………

…………

…………
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実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計
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　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一
層の普及を図り、火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発生を減
少させるとともに、財産の損失を防ぐことを目的としています。

　既存の住宅を含めたすべてのご家庭に住宅用火災警報器の設置が義
務になりました。大切な命を守るためのものです。早期の設置をお願
いします。
　また、訪問販売等の不適切な業者に注意してください。

11月９日（金）から15日（木）までの７日間は、秋の全国火災予防運動週間です。

　９月８日、壬生町総合運動場において、第29回壬生町消
火競技大会が行われました。
　この大会は、家庭で火を使う機会の多い女性の方に、本
物の消火器を使った消火体験により、消火技術の習得と向
上を図ることを目的として行っているものです。今年は壬
生町女性防火クラブの他、自主防災組織を結成した城内、
六美町北部、六美町南部自治会や、デイサービス施設の職
員の方等から14組28名が参加しました。
　はじめに石橋消防組合職員による消火器の取り扱い講習
が行われ、全員が消火器の使用方法を確認した後、オイル
パンで燃える火を消す速さを競う、消火競技が行われました。
　参加者からは「普段、消火器を使う機会がないので、い
い体験になりました。」との声が多数あがり、盛会のうち
に大会が終了しました。



ネグレクトネグレクト

11月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です

　子どもたちを児童虐待から守るために、町では、壬生町要保護児童対策地域
協議会を組織し、要保護児童の早期発見やその適切な保護を図っております。

殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせる、溺れさせる
など

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、保護者以
外の同居人よる虐待を放置することなど

言葉による脅しや無視、兄弟間の差別的扱い、
子どもの前で配偶者や家族に対して暴力を
ふるうなど

性的暴行、性的行為の強要など

見すごすな　幼い子どもの　ＳＯＳ

ひとりで悩まずひとりで悩まずひとりで悩まず
県南児童相談所（　24－6121）または、

町民生部こども未来課（　81－1887）にご連絡（通告）・相談してください。

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときには、ためらわずに子ど
もを虐待から救うための行動を起こすことが大変重要です。
　『あなた』からの連絡が子どもを虐待から守るための大きな一歩となります。
　あの子の様子が「おかしい」と感じたときやご自身が出産や子育てに悩
んだときには･･･

言葉にできない子どもの
悲鳴を見ない、聞かない、も虐待です。

性的虐待性的虐待

児童虐待とは児童虐待とは

これらの行為のことですこれらの行為のことですこれらの行為のことです

9

心理的虐待心理的虐待身体的虐待身体的虐待



国際交流
中学生がオーストラリアで
国際交流
第15回壬生町中学生海外派遣事業第15回壬生町中学生海外派遣事業

　第15回壬生町中学生海外派遣事業が、８月11日から８月19日の９日間の日程で実施されました。

　この事業は、中学生を海外に派遣し、ホームステイや現地中高生との交流を通じて、外国語

による表現力と理解力を高めると共に、国際感覚豊かな青少年の育成と国際交流の推進を図る

ことを目的として、毎年実施しています。今年も、中学２年生20名をオーストラリア、シドニ

ーに派遣しました。

派 遣 団 員（敬称略） 派 遣 先 紹 介
団　　長

　田中　士計男（南犬飼中学校教頭）
団長補佐

　大野　規子（壬生中学校教諭）
団　　員
 壬 生 中　
　・飯野　航平　・石塚　明李　・市川　陽介　・小倉　美紀　
　・川島　颯士　・粂川　一輝　・小林　大河　・早乙女裕星
　・田村紗里奈　・高田みなみ
　南犬飼中
　・井上　陽捺　・川田　和希　・菊地　真由　・後藤　将文
　・小林　辰矢　・佐藤　佑樹　・神　　美紀　・白澤　唯
　・中澤　侑里
　文星芸術大学附属中
　・渡邉　千優

  た  なか　      し    げ    お

　

おお  の　      のり  こ

　　　　　　　　　　　　　　　

          いいの           こうへい            　いし づか           あかり　              いち かわ        よう すけ　              お  ぐら          み     き

        かわ しま          そうし　              くめ かわ         かず  き　                こ ばやし      だい   ご　                  そうとめ      ゆう せい

          た   むら   さ    り     な　               たか   だ

        いの うえ        はる   な              　かわ   た          かず  き　              きく   ち            ま     ゆ　                ご   とう        まさ ふみ

      　こ ばやし       たつ   や　                さ   とう         ゆう  き　               じん                  み    き　              しら さわ         ゆい

    　なか ざわ        ゆう  り

        わたなべ　      ち   ひろ

結団式にて
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日本から飛行機で約９時間。
豊かな自然と過ごし易い気候に恵まれた、
オーストラリア最大の人口を擁する都市です。

ニューカッスル

キャンベラ

メルボルン

アデレード

ケアンズ

ダーウィン

アリススプリングス

パース
フリーマントル

ブリスベン

★

シドニー
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8月11日

成田空港へ搭乗手続き後、空路シドニーへ

8月12日

シドニーに到着
オペラハウス・ボンダイビーチ等を見学した後、語
学学校でホストファミリーと対面
それぞれのホストファミリーのもとへホームステイ

8月13～17日

語学学校で英語研修
QVBやタウンホール、タロンガZOO、アボリジニ美術館等を
見学、現地の中高生（ガルストンハイスクール・ダーウィッ
チハイスクール）と交流

8月18日

ホストファミリーと過ごす最後の１日

8月19日

一生の思い出を手に入れて帰国

授業風景

タウンホール前にて

ダーウィッチ校にて書道を実演

ガルストンハイスクールの生徒たちと

ホストファミリーと一緒に

研修日程と旅のようす
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現地中高生との交流で

中澤　侑里南犬飼中学校
なか ざわ        ゆう  り

私 達壬生町中学生海外派遣団は、８

月１９日、皆無事に壬生に帰るこ

とができました。私は、オーストラリア

で現地の中高生と交流したことが特に印

象に残っています。ダーウィッチハイス

クールで、一緒に行動したバディーとは、

いい思い出がたくさんできました。

　ダーウィッチハイスクールで組んだバ

ディーは、私の１つ上の学年で、日本で

いう中学３年生なのですが、とても大人っぽくて優しい人でした。私が現地の英語の速

さについていけないときは、日本語で話しをしてくれました。最初は話しができるか不

安でしたが、オーストラリアの人たちは、笑顔で私達を受け入れてくれました。学校案

内をしてもらったあとは、一緒に昼食を食べました。その後、各バディーとチームを組み、

しおり作り・パソコンでのアニメーション作りなど、今までにない経験ができました。

みんなで最後に記念撮影をしたときには、バディーとすっかり友達になっていました。

　私達は、他にも多くの大切なことを学

んできました。日本とは異なる言葉や考

え方、言葉の壁はあるものの、自分の気

持ちを伝え、相手の考え方を理解しよう

と努力することがとても大事であること、

知ること学ぶことの面白さなど、大切な

体験となりました。海外派遣での体験を

忘れず、学んだことを今後の生活に生か

していきたいです。

ダーウィッチハイスクールのバディ

みんなでいっしょに記念撮影
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最高の九日間

飯野　航平壬生中学校
いい  の　     こう へい

たち壬生町海外派遣団は８月19日、全員無事に日本へ帰国することがすること

ができました。オーストラリアでの生活は日本と異なることばかりで、驚きの

連続でしたが日本ではできない貴重な体験ができました。

　僕が最も心に残っていることは現地校との交流会です。１校目はガルストンハイスク

ールへ行きました。ここでは、バディーがついてくれて学校を案内してくれました。校

内には、たくさんの動物や植物を生徒の手で育てていて、生徒たちの優しい気持ちが伝

わってきました。また、お昼休みには一緒にバスケットボールをしました。バディーも

バスケットボールが好きだったので、バスケットボールの話で盛り上がり、とても楽し

かったです。２校目はダーウィッチハイスクールへいきました。ここは美術学校でレン

ガ造りのきれいな校舎でした。また、日本語も勉強している学校でした。そのためか、

僕のバディーは、日本語がペラペラな人でした。日本語も交えながら、日本や壬生町に

ついてたくさん話しました。昼食後、バディーと一緒に英語の授業を受けました。先生

の言っていることは全く理解できませんでしたが、バディーがパソコンを使っていろん

なことを調べてくれてずっと話していました。ガルストンハイスクールでもダーウィッ

チハイスクールでもバディーとたくさん話してとても仲良くなれました。そんなバディ

ーと出会えたことは最高の思い出になりました。

　今回の海外派遣では言葉の壁にぶつかりました。また、文化の違いに驚きました。でも、

人々の優しさで乗り越えられることを知りました。心の交流が少しでもできたと思います。

今回の海外派遣は、多くの方々に支えられて無事に終えることができました。いろいろ

な方々に感謝したい気持ちでいっ

ぱいです。貴重な体験活動をさせ

ていただき、ありがとうございま

した。今回の派遣で感じたこと、

学んだことを多くの人に伝えると

ともに、これからの生活に生かし

ていきたいです。

僕

ホストファミリーと一緒に
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　今夏、町内で開催された多くの地域行事で中学生が“ボランティアスタッフ”として活躍し、地域
社会とのつながりを深めました。
　地域活動をとおして地域の方々から温かな激励を受けた中学生は、地域社会から自分が必要とされ
ていることに大きな喜びを感じ、「自分は地域の一員である」という認識を深めることができました。
一方、地域の方々は、中学生を温かなまなざしで見守ることの大切さを感じとるとともに、中学生を「次
代の壬生町を担う、地域の若いチカラ」と認める機会となりました。
　中学生が地域活動に励む機会を提供くださいました地域団体・自治会等の皆様に感謝申し上げます。
人と人をつなぐ架け橋になる可能性が期待されている「中学生による地域活動推進」へ、今後ともご
理解とご支援をよろしくお願いします。

問合せ先 町教育委員会事務局生涯学習課　　８１－１８７３

ＮＨＮＨＫ公開収録
「吹奏楽のひびき」
ＮＨＫ公開収録

「吹奏楽のひびき」

子育て支援グループ子育て支援グループ
 ポケットポケット
「夏祭り」「夏祭り」

子育て支援グループ
 ポケット
「夏祭り」

町子ども会育成会町子ども会育成会
連絡協議会連絡協議会

「サマーキャンプ」「サマーキャンプ」

町子ども会育成会
連絡協議会

「サマーキャンプ」

壬生町ジュニア壬生町ジュニア
リーダースクラブリーダースクラブ
「ふるさとまつり」「ふるさとまつり」

壬生町ジュニア
リーダースクラブ
「ふるさとまつり」

商工観光課商工観光課
「ふるさとまつり「ふるさとまつり
　清掃ボランティア」　清掃ボランティア」

商工観光課
「ふるさとまつり
　清掃ボランティア」

いずみ町自治会いずみ町自治会
「夏祭り」「夏祭り」
いずみ町自治会
「夏祭り」

至宝南自治会至宝南自治会
「夏祭り」「夏祭り」
至宝南自治会
「夏祭り」

～中学生による地域活動推進へ、ご理解とご支援をありがとうございます～



◎この特集へのご意見、お問合せは、町総務部総合政策課企画調整係へ
　 TEL：81ー1813　FAX：82ー8262　　e-mail：info@town.mibu.tochigi.jp

～土地の標準価格を公表～
　９月20日付けで、平成24年地価調査結果が公表されましたので、壬生町の内容についてお知らせします。
　地価調査は、国土計画法に基づき、栃木県知事が７月１日を基準日として調査したものです。
　この価格が民間の土地取引の目安となり、公共事業の用地取得の基準になります。

※関係図書の閲覧は、役場総合政策課でおこなっています。
　また、栃木県内の内容は、次のホームページでご覧いただけます。
・栃木県総合政策部地域振興課ホームページ「とちぎのとち」
　http://www.pref.tochigi.lg.jp/a03/town/tochi/tochi/tochi.html
・栃木県不動産鑑定士協会ホームページ　http://www.kanteishi.or.jp/index.html

第１種中高層住居専用地域
○表町１９２８番２〔表町１１－４６〕

第１種低層住居専用地域
○大字壬生丁字六美１１７番２４
○緑町１丁目１０２２番２４〔緑町１－４－１１〕

第１種住居地域
○中央町３２７番３〔中央町２－１５〕

近隣商業地域
○中央町１３４３番７〔中央町７－１８〕

市街化調整区域
○大字羽生田字前川原２３４６番４外
○大字下稲葉字釜ヶ淵６４番１外

３４，３００円（前年比：－３．１％）

３９，４００円（前年比：－３．２％）
５０，５００円（前年比：－２．９％）

４３，０００円（前年比：－２．９％）

５１，３００円（前年比：－３．６％）

１５，３００円（前年比：－１．３％）
１３，２００円（前年比：－１．５％）
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　● 価格判定基準日　７月１日

　● 調査地点の名称　基準地

　● 調査地点数　町内７地点

　● 公表日　平成24年９月20日（県公報）

　● 基準地の価格　１平方メートル当たりの価格　

平成24年 地価調査平成24年 地価調査平成24年 地価調査
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問合せ先 町民生部生活環境課環境保全係　　８１－１８３４

　（社）栃木県食品衛生協会　栃木支部　栃木市神田町５番20号　　　0282－22－４１２１
　事前に電話でお問い合わせください。検査は有料です。

　また、地下水の放射性物質は、モニタリング調査では検出されていませんが、個人の井戸水を調査した
い方は、下記の計量証明事業所で測定ができます。

【参考】上記以外で栃木県内に本社等のある水質検査機関

※水質検査には、専用の容器が必要になります。
※検査は有料で、検査機関により検査料金が異なりますので、直接、事業所にお問い合わせください。

※検査は有料で、検査機関により検査料金が異なりますので、直接、事業所にお問い合わせください。

検査機関

会 社 名 住　　所 電話番号

住　　所 電話番号

財団法人栃木県保健衛生事業団

平成理研株式会社

株式会社江東微生物研究所

株式会社那須環境技術センター

財団法人栃木県環境技術協会

株式会社総研

株式会社環境管理研究所
平成理研株式会社
株式会社那須環境技術センター
株式会社総研
株式会社環境ラボ

宇都宮市野沢町602－９
宇都宮市石井町2856－３
那須塩原市青木22－152
宇都宮市小幡２－４－５
佐野市宮下町７－10

028－665－3153
028－660－1700
0287－63－0233
028－622－9912
0283－84－1131

宇都宮市駒生町3337－１

宇都宮市石井町2856－３

宇都宮市陽東８－12－10

那須塩原市青木22－152

宇都宮市下岡本2145－13

宇都宮市小幡２－４－５

028－673－9900

028－660－1700

028－662－9898

0287－63－0233

028－673－9083

028－622－9912

の を実施しましょう
　ご家庭で飲み水に使用している井戸は、所有者の方が責任を持って管理しなくてはなりません。井戸水は、
井戸の状況などにより、細菌などで汚染されている場合もあります。おいしい水を安心して飲むために、
井戸の点検と水質検査を実施しましょう。

●井戸の周囲は常に清潔にしておきましょう。

●ポンプなどの設備を定期的に点検しましょう。

●井戸水の水質検査を専門の機関で年１回以上受けましょう。一般的な検査項目のほ
　かに、「硝酸性窒素および亜硝酸性窒素」を検査することをおすすめします。

Check!!Check!!

井戸水の水質検査受付窓口
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地元と共に まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

鈴木自動車販売株式会社
ロータスクラブ壬生車検センター

スズキ販売壬生

フリーダイヤル　0120-12-0798

新車・中古車販売 くるま市店

スタンドスズキ
オートサービス安塚給油所

鈴木輪業
サイクル＆モーターショップ

壬生町安塚1170-6
TEL：（86）0798
FAX：（86）0903

壬生町安塚793-18
TEL：（86）3188
FAX：（86）3172

壬生町安塚874-3
TEL：（86）0386
FAX：（86）0368

壬生町安塚1935
TEL：（86）0012
FAX：（86）1356

 ９月１日、壬生中央公民館大ホールにおいて、「心
の豊かさを求めて 第28回みぶ文化教室」が開催され
ました。
 ロサンゼルス五輪女子バレーボールで銅メダルを獲
得し、現在はスポーツプロデューサーとして多方面で
ご活躍中の三屋裕子さんを講師としてお招きし、「人
生のデザイナー」という演題でご講演をいただきました。
 約500名におよぶ観客のみなさんは、笑いと感動あ
ふれる内容に大変感銘を受けました。

第28回みぶ文化教室　三屋裕子さん「人生のデザイナー」

　９月２日、城内自治会は自主防災会主催による、同
自治会初めての避難訓練を実施し、役員を含む自治会
員約120人が参加しました。
　大地震発生を知らせると、防災会役員が安全を確認し、
避難を開始。各班をブロックに分け、一時避難所に集合、
人員を確認した後、全員で広域避難所の壬生中央公民
館に移動し、非常食配給訓練も行いました。
　有事の際には「自分たちの地域は自分たちで守ろう」
と、参加者の防災意識はさらに強いものとなりました。

防災の日を意識して

　９月２日、おもちゃのまち第一児童公園において、
緑町二丁目自主防災隊による消火器操作訓練と防災講
話が行われました。消火器を使ったことがない人も多
いため、特に女性と子どもを中心に、消防職員の指導
のもと放射体験をしました。
　その後、日赤職員による防災備蓄品・非常食の展示
と試食が行われました。参加者からは「実際に体験で
きてよかった」「非常食は意外とおいしかった」等の
感想が寄せられ、防災意識の向上が図られました。

消火器操作訓練を実施

みつ    や   ゆう   こ
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グループホーム 元 気
　２８－６１１８

１８名の入居施設です

デイサービスセンター元気
８２ー９９３０

ケアプランの
お手伝いします
　８２ー９９３１

壬生町敬老のつどい開催

　９月７日、栃木県総合文化センターにおいて「第52回栃木
県公衆衛生大会」が開催されました。
　その席上において、壬生町保健委員、母子保健推進員として
多年にわたり精力的に活動し、本町の保健衛生事業の発展・推
進に多大なる貢献をされた次の３名の方が表彰を受けました。

大会長表彰【地区衛生組織活動部門】

壬生町保健委員会会長（馬場担当）　　　　

壬生町保健委員（東原担当）　　　　　　　

大会長表彰【母子保健部門】

壬生町母子保健推進員連絡協議会理事（安塚一担当）　

栃木県公衆衛生大会表彰受賞

　９月５日、中央公民館において「壬生町敬老のつ
どい」が開催され、この日を楽しみにしていた高齢
者（77歳以上で参加申し込みされた方）750人が参
加し、大ホールはほぼ満席になるほど大盛況でした。
　式典では、松山美由紀さんによる壬生町民の歌の
披露後、主催者である小菅一弥町長から「本町には
100歳以上の方が11名いらっしゃいます。男性では
101歳、女性では103歳の方が最高齢者になってお
りますので、皆様方にも長生きしていただきたいと
思います。」と挨拶があり、町議会議長など多数の
来賓の方からも祝辞をいただきました。

　続いて演芸の部が行われ、午前の部では壬生町文
化協会、メリーランド保育園のみなさんに会場を盛
り上げていただき、最後に会場全体で「ふるさと」
の大合唱が行われました。午後の部では、歌手の「宮
路オサム」さんによる歌謡ショーが行われました。
往年のヒット曲「なみだの操」や「夫婦鏡」などの
名曲が披露されるなか、宮路さんが客席を回り演歌・
童謡メドレーが行われ、会場のみなさんと一体とな
り楽しいひとときを過ごしました。

左から齊藤さん、橋本さん

 はし もと           さ  いち

 わた なべ        ただし

さい  とう         かず  こ

橋本　佐一さん

渡辺　正さん

齊藤　和子さん

……………

……………………

……
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　９月15日、すけがい保育園で運動会が行われました。
　今年は"たべもの"をテーマにして、かんぴょうむきやかん
ぴょう巻きなど"かんぴょう"をアピールした競技もありました。
その中で一番盛り上がったのは、３歳以上の園児がアトラ
クションとしてかんぴょうダンスを踊った後、みぶの妖精
ミーナちゃんが登場し、バルーンを届けてくれた場面です。
　ミーナちゃんと記念撮影をして大喜びの子どもたちは、"
勇気100％"の曲に合わせ、バルーンを使って元気に踊りま
した。

ミーナも応援！元気いっぱい運動会

　町の節電対策の一環として、庁舎南側窓にゴーヤの
グリーンカーテンを作りました。毎日出来るゴーヤの
実は庁舎の住民課前のロビーにおいて、来庁した方に
自由に持ち帰っていただくかわりに、町の社会福祉に
役立てるための寄附を募りました。
　今年は総額で22,902円が集まり、これを地域福祉
基金に積み立てることになりましたので、ご報告いた
します。
　皆様のご協力、誠にありがとうございました。

ゴーヤのグリーンカーテンによる寄附にご協力ありがとうございました

　９月18日、栃木県理容生活衛生同業組合（理
事長山本賢司氏)は地域貢献を目的に、献血
と清掃ボランティアを実施しました。
　まだ残暑が厳しい中、古澤（県青年部長：
下稲葉）さんら壬生支部８人を含む58名に
より、壬生総合公園を中心に道の駅や北関東
自動車道側道などを一日かけて清掃。さらに
赤十字献血車による献血も実施し、43名の
方にご協力いただきました。

ボランティア活動で地域に貢献を

造園土木
草刈・伐採
スズメバチ駆除

お墓ディレクターにご相談下さい

㈱県南環境 TEL 82ー6700
大師町25-5/展示場 ：小金井駅東

聖地公園、他
完成価格65万円～

○壬生町水道施設維持管理業務
○壬生町清掃センター焼却設備運転管理業務
○農業集落排水処理施設各処理場巡回管理業務

○日本下水道協会賛助会員 ○日本下水道処理施設管理業協会会員 ○東京商工会議所会員

昭和49年2月設立 維持管理業全般 35年の実績
本　　　社：〒150-0022　東京都渋谷区恵比寿南2-1-8　恵比須OTビル6階
栃木営業所：〒323-0807　栃木県小山市城東1-1-32-102

墓石・石工事
修理承ります

ふる  さわ

やま  もと  けん   じ
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第30回

「
イ
ク
メ
ン
」
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
？

　
最
近
、
Ｔ
Ｖ
・
雑
誌
等
で
話
題
と
な

っ
て
い
る
「
イ
ク
メ
ン
」
と
い
う
言
葉

で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？

　
厚
生
労
働
省
の
委
託
で
実
施
し
て
い

る
「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
イ
ク
メ
ン
と
は
、

子
育
て
を
楽
し
み
、
自
分
自
身
も
成
長

す
る
男
性
の
こ
と
。
ま
た
は
、
将
来
そ

ん
な
人
生
を
送
ろ
う
と
考
え
て
い
る
男

性
の
こ
と
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
女
性
の
仕
事
と
考
え
ら
れ

て
い
た
育
児
に
関
心
を
持
つ
男
性
が
増

え
て
い
ま
す
。
男
性
も
育
児
に
進
ん
で

関
わ
っ
て
い
く
事
で
、
子
ど
も
た
ち
の

可
能
性
や
家
族
の
あ
り
方
が
大
き
く
変

わ
り
、「
認
め
あ
い
　
支
え
あ
う
　
男

女
共
同
参
画
の
町
・
み
ぶ
」
に
近
づ
い

て
い
き
ま
す
。

　
壬
生
町
で
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
で
イ
ク

メ
ン
講
座
を
実
施
す
る
ほ
か
、
両
親
学

級
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
親
子
サ
ロ

ン
な
ど
の
子
育
て
関
連
事
業
を
町
内
各

種
施
設
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
童

館
・
生
涯
学
習
館
等
）
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。ま

た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育

て
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
壬
生
町
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
と
遊

べ
る
広
大
な
「
わ
ん
ぱ
く
公
園
」
な
ど

の
施
設
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
や
、
人

口
当
た
り
の
医
師
数
が
全
国
４
位
（
平

成
22
年
12
月
１
日
現
在
）
で
万
一
の

際
に
も
対
応
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

と
て
も
子
育
て
が
し
や
す
い
町
で
す
。

　
男
性
の
皆
さ
ん
！
積
極
的
に
育
児
に

関
わ
り
、
素
敵
な
「
イ
ク
メ
ン
」
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
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　９月９日、県総合運動公園陸上競技場で行われた第
42回栃木県小学生優秀選手陸上競技大会・男子400
ｍリレーにおいて、壬生小学校代表チームの６年生４
名が見事優勝を果たし、その報告に町長室を訪れました。

さ

が

ら
 
と
お
る

　
ロ
ン
ド
ン
五
輪
サ
ッ
カ
ー
男
子
で

副
審
を
務
め
ら
れ
た
壬

生
町
出
身
の
相
樂
亨
さ

ん
が
、
写
真
や
記
念
メ

ダ
ル
を
手
に
町
長
室
を

訪
れ
ま
し
た
。

「
五
輪
は
初
め
て
の
舞

台
だ
っ
た
が
、い
つ
も
通

り
平
常
心
で
で
き
た
。」

と
副
審
を
担
当
し
た
１

次
リ
ー
グ
の
２
試
合
を

振
り
返
り
話
し
て
く
れ

た
相
樂
さ
ん
。

　
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル_

ベ
ラ
ル
ー
シ

戦
は
「
フ
ァ
ウ
ル
が
少
な
い
紳
士
的

な
プ
レ
ー
で
、
審
判
が
い
ら
な
い
よ

う
な
試
合
だ
っ
た
。」、
試
合
会
場
で

あ
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
の
本
拠
地
オ
ー
ル
ド
ト
ラ
フ
ォ

ー
ド
は
「
古
き
良
き
ス
タ
ジ
ア
ム
。

雰
囲
気
も
最
高
だ
っ
た
。」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。 

　
一
方
、
地
元
イ
ギ
リ
ス_

ウ
ル

グ
ア
イ
戦
は
、「
選
手
同
士
が
白
熱
し
、

ギ
リ
ギ
リ
の
プ
レ
ー
が
多
か
っ
た
が
、

副
審
と
し
て
落
ち
着
い
て
見
極
め
る

事
が
で
き
た
。」
と
胸
を
張
っ
て
い

ま
し
た
。

左より　１走  若林 慶悟　　２走  島田 興助 
　　　　３走  日向野 猶仁　４走  小倉 大次郎

わかばやし  けい   ご　                                 しま   だ     こう すけ

 ひ が の       なお   と　                           お   ぐら    だい   じ   ろう

（写真説明）

第42回栃木県小学生優秀選手
陸上競技大会優勝！
第42回栃木県小学生優秀選手
陸上競技大会優勝！
第42回栃木県小学生優秀選手
陸上競技大会優勝！


